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２００８年１２月期決算
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2008年 2007年 増 減 2008年 2007年 増 減

営 業 利 益 2,510 3,735 △ 1,224 3,796 4,822 △ 1,026
経 常 利 益 3,113 4,518 △ 1,405 3,768 5,010 △ 1,242
純 利 益 2,201 2,569 △ 367 2,156 2,755 △ 599

≪ 単体業績 ≫ ≪ 連結業績 ≫ （単位：百万円）

1,091

単

体

連

結

子
会
社

1,260

1,049飲料等の売上

飲料等の売上 42 飲料等売上 148

配送・自販機維持他 115
・三国フーズ
・三国アセプティック

124
17

その他売上 63

347

・三国ワイン
・三国サービス

27
19

・クリスタルコーヒー他 11

・三国ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ
・三国自販機サービス

109
31

子会社間 21

（売上高単位：億円）

・新三国ﾓｰﾀｰｽﾞｻｰﾋﾞｽ 5

１．決算の概要

◆ 事業の全体像
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２００８年 ２００７年 ２００８年

実績 実績 増減 増減率 計画 増減 増減率

販 売 数 量 56,901 57,570 △669 △1.2 58,167 △1,266 △2.2

売 上 高 109,189 108,008 1,182 1.1 110,000 △811 △0.7

営 業 利 益 2,510 3,735 △1,224 △32.8 3,000 △490 △16.3

経 常 利 益 3,113 4,518 △1,405 △31.1 3,600 △487 △13.5

当 期 純 利 益 2,201 2,569 △367 △14.3 2,200 1 0.0

前年比 計画比

単体

連結

単位：百万円、千ケース、%

単位：百万円、%

２００８年 ２００７年 ２００８年

実績 実績 増減 増減率 計画 増減 増減率

売 上 高 126,096 128,102 △2,006 △1.6 125,000 1,096 0.9

営 業 利 益 3,796 4,822 △1,026 △21.3 4,100 △304 △7.4

経 常 利 益 3,768 5,010 △1,242 △24.8 4,300 △532 △12.4

当 期 純 利 益 2,156 2,755 △599 △21.8 2,400 △244 △10.2

前年比 計画比

１．決算の概要

※計画は2008年10月31日発表の修正計画

◆ 単体・連結の業績

注）２００７年売上高実績は、２００８年の会計処理と同等比較するため、
１，４９１百万円調整しております。
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単体通期

増減額 増減要因 増減額 2008年 2007年

・ 数量減少及び単価・構成差 △２２億円

・ 在庫一元化によるフーズ社向け売上など ３４億円 1,091 1,080

・ 売上総利益の減少 △２３億円 419 442

　販売数量の減少 △６億円

　単価差/構成差 △１１億円

　CCNBC原価差異調整金 △６億円 △4 2

・ 販管費の減少 １１億円 394 405

　フルサービス手数料の減少 １億円 74 75

　物流関係費の減少 ２億円 84 86

　労務費の減少 １億円 79 80

　自販機関係費の減少 ５億円 64 69

　広告販促費の増加 △１億円 38 37

　その他経費の減少 ３億円 54 58

・ 営業外損益の減少 △２億円 6 8

　営業外収益の減少 △１億円

　営業外費用の増加 △１億円

・ 特別損益の増加 ６億円 3 △3

・ 法人税等の減少 ４億円 △12 △16
当期純利益

△4億円
（26→22）

経常利益
△１４億円

（45→31）

売上高
１１億円

（1,080⇒1,091）

売上総利益

営業利益

△２３億円
（442→419）

△１２億円
（37→25）

（単位：億円）

１．決算の概要

◆ 対前年増減主要因（単体）

注）２００７年売上高実績は、２００８年の会計処理と同等比較するため、
１，４９１百万円調整しております。
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単体 （単位：億円）

２００７年営業利益

フルサービス手数料の減

物流費の減

労務費の減

自販機費用の減

その他経費の減

販売数量の減による売上総利益の減

単価/構成差による売上総利益の減

CCNBC原価差異調整金

広告販促費の増

２００８年営業利益

37

25

＋1

＋2

＋1

＋5

▲11

▲1

▲6

◆ 対前年営業利益増減内訳（単体）

１．決算の概要

＋3

▲6
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２００８年の活動結果
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15 ,000

20 ,000 2008年 2007年

2008年 17 ,404 15 ,810 5 ,082 18 ,606

2007年 17 ,758 15 ,710 5 ,076 19 ,027

前年比 98 .0% 100 .6 % 100 .1% 97 .8%

ﾌﾙｻｰﾋﾞｽ ス ーパー ＣＶＳ その他

（単位：千ケース）

◆重点チャネル販売実績

１．重点チャネル／ブランド販売実績

景気後退、消費低迷の影響を受け、フルサービスで前年割れ、スーパーで

伸ばすことが出来なかった。
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0

4 ,0 00

8 ,0 00

12 ,0 00 2008年 2007年

2008年 10 ,479 10 ,6 78 7 ,2 20 3 ,8 68

2007年 9 ,916 10 ,8 74 7 ,7 80 4 ,4 04

前年比 105 .7% 98 .2 % 92 .8 % 87 .8 %

コカ･コーラ ジョージア アクエリアス 爽健美茶

◆重点ブランド販売実績

１．重点チャネル／ブランド販売実績

（単位：千ケース）

コカ･コーラはコカ･コーラゼロの寄与があり、５％増

アクエリアス、爽健美茶はスーパーでの落ち込みが大きい
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45,000
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55,000

60,000

65,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
累計増減 -101 -189 -213 67 352 766 1,297 1,438 1,441 1,548 1,532 1,536
総台数 60,026 59,938 59,914 60,194 60,479 60,893 61,424 61,565 61,568 61,675 61,659 61,663

２．フルサービスチャネル

◆月別自販機純増台数

単位：台

９月以降、景気悪化により設置台数が減少し、下期純増計画は達成で

きなかったが、年間で１,５３６台純増（+２．５％）

総台数（右軸）

08年月別累計増減（左軸）
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２．フルサービスチャネル

◆パーマシンセールス

20 .0

22 .0

24 .0

26 .0

28 .0

30 .0

32 .0

34 .0

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月

2008年 2007年

単位：ケース/台

８月の天候不順によるセールス減少

９月以降の急激な景気後退の影響によるセールス減少
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◆重点ブランド実績

コカ・コーラ、ジョージアで数量増加

アクエリアス、爽健美茶で大きく数量を落とした

３．スーパーチャネル

86.0
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103.2

100.6

112.8

94.5

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

ｺｶ･ｺｰﾗ ｱｸｴﾘｱｽ 爽健美茶 ｼﾞｮｰｼﾞｱ その他 ｽｰﾊﾟｰ計

販売数量前年比（％）
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３．スーパーチャネル

◆パッケージ別実績

無糖茶価格訴求商品の貢献により、大型ペットが伸長

ジョージア、ファンタふるふるシェイカーの貢献により、缶が伸長

500MLペットの落ち幅が大きい

単位：千ｹｰｽ、％

100.610015,71015,810スーパー計

115.726168194その他

93.4-710296パウダー

110.71851,7381,923缶

72.4-3412289他ボトル

105.719330349小型ペット

94.6-1743,2043,030500ｍｌペット

100.88510,04510,129大型ペット

前年比前年差2007実績2008実績パッケージ
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◆主要大型ペット２００８年末配荷率

３．スーパーチャネル

コカ・コーラゼロはコカ･コーラブランドの数量増に貢献したが、コカ･コーラ

並みの配荷率まで、まだ伸ばす余地がある

91 .3%

92 .3%

73 .5%

88 .2%

爽健美茶２L

アクエリアス２L

コカ・コーラゼロ１．５L

コカ・コーラ１．５L

ドラッグ店舗除く
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４．サマリー

◆中計に基づく２００８年の取り組み

営業力のJump!

開発マネージャー１２名増員（５０名体制）

ＭＩＸ機活用によるインドア開発強化

戦略的本部商流の実施 販促費の効果的活用

シロップマーケットの改善

コスト競争力のJump!! 三国フーズとの在庫一元化

中古自販機・中古部品の活用

人材のJump!!! グループ内人材の交流

新人事制度に沿った教育プログラム
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４．サマリー

◆想定以上の環境悪化

販売数量の減少

景気後退による工場の操業時間短縮、就業人員減少

消費マインドの冷え込み

ー工場、職域での自販機売上減少

ー小売店、娯楽施設などの売上減少

ー外食の減少によりシロップマーケットの売上減少

【売上総利益の減少 ６億円】

販売単価の下落

消費者の低価格志向が進む

小売店PBによる価格引き下げ

競合との価格競争

【売上総利益の減少 １１億円】

生産コストの上昇
ＣＣＮＢＣ原価差異調整金

【売上総利益の減少 ６億円】



ＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・ＣｏｌａＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・Ｃｏｌａ181818

４．サマリー

◆中期経営計画の進捗

３２

３７ ２５ ３０

２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年計画

想定以上の環境悪化

単体営業利益
（億円）

【単体営業利益】

２００９年の到達点 ４５～５５億円

２００８年の進捗 ２５億円

想定以上の環境悪化 １５～２０億円
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２００９年事業計画
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１．基本的考え方

日本一質の高い魅力あるボトラー

中 期 経 営 計 画 の ビ ジ ョ ン

ビジョンの実現に向け、積極的な投資を実施し
盤石な経営基盤をつくる

営業基盤強化の投資

コスト競争力の強化

人材育成への投資
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（１）利益計画

上期計画 下期計画 計画
前年実績

増減
前年実績
増減率

販 売 数 量 27,210 31,311 58,521 1,620 2.8

売 上 高 53,500 60,600 114,100 4,910 4.5

営 業 利 益 1,000 2,000 3,000 489 19.5

経 常 利 益 1,500 2,000 3,500 386 12.4

当 期 純 利 益 1,000 1,100 2,100 △ 101 △ 4.6

通期

単体

上期計画 下期計画 計画
前年実績

増減
前年実績
増減率

売 上 高 59,600 67,800 127,400 1,303 1.0

営 業 利 益 1,300 2,700 4,000 203 5.4

経 常 利 益 1,300 2,700 4,000 231 6.1

当 期 純 利 益 800 1,500 2,300 143 6.7

通期

連結

単位：百万円、千ケース、％

単位：百万円、％

２．業績計画
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単体通期

増減額 増減要因 増減額 計画 '０８年

・ 販売数量の増加（1,620千ｹｰｽ）単価差/構成差等 ＋４９億円 1,141 1,091

・ 売上総利益の増加 ＋１２億円 431 419

　販売数量の増加 ＋１２億円

　単価差/構成差 ＋０億円

・ 販管費の増加 △７億円 401 394

　ﾌﾙｻｰﾋﾞｽ手数料の増加 △４億円 78 74

　物流費の増加 △０億円 84 84

　労務費の増加 △３億円 82 79

　自販機関係費用の減少 １億円 63 64

　広告販促費の増加 △０億円 38 38

　その他経費の増加 △１億円 56 55

・ 営業外損益の減少 △１億円 5 6

・ 特別損益の減少 △３億円 0 3

・ 法人税等の増加 △２億円 △14 △12
当期純利益

△１億円
（22⇒21）

経常利益
＋４億円
（31⇒35）

売上高
＋４９億円

（1,091⇒1,141）

営業利益
＋５億円
（25⇒30）

売上総利益
＋１２億円

（419⇒431）

（単位：億円）

（２）対前年増減主要因（単体）

２．業績計画
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（３）対前年計画営業利益増減内訳（単体）

（単位：億円）

２．業績計画

２００８年営業利益

数量増加による売上総利益の増

自販機経費の減

フルサービス手数料の増

労務費の増

その他経費の増

２００９年営業利益

２５

＋１２

＋１

▲４

▲３

▲１

３０
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２００９年活動計画
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１．２００９年重点活動

改革プランＪＵＭＰ

営業力の強化

コスト競争力の強化

人材の育成と活用

２支社制を導入、エリア特性に応じた施策の実施

人員配置を見直し、お得意先様への営業力強化

人員体制のスリム化

グループ外流出費用の内製化

【単年 ４億円、３年累計 ７億円の効果を見込む】

人材育成予算の増加
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１．２００９年重点活動

中期経営計画Jump!!!に基づく活動

営業力のJump!

コスト競争力のJump!!

人材のJump!!!

インドアフルサービス開発強化

カスタマーとの協働取り組み強化

中古自販機の活用

全社BPRの推進

グループ内人材の交流強化

自ら「学ぶ」姿勢、企業風土の醸成
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２．フルサービスチャネル

◆２００９年のフルサービスチャネル活動方針

インドアマーケットシェアの拡大

インドアロケーション増加

パーマシンセールスアップ

環境提案を含めた魅力的な提案

台数集約ロケニーズへの対応

省エネ自販機

ヒートポンプ機の特長

・冷却時発生熱を利用し、加温庫内暖め

・電気量削減（０３年に比べ、５０％削減）

・二酸化炭素排出量削減（０３年に比べ、５０％

削減）

ｅ-４０の特長

・“世界ＮＯ１”の省エネノンフロンキャッ

シュレス自販機（ヒートポンプ機）

・蛍光灯を使わないＬＥＤ照明

・マルチキャッシュレス
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３．スーパーチャネル

◆２００９年のスーパーチャネル活動方針

コカ・コーラゼロ

配荷拡大

大型ペット価格

訴求商品

Ｊリーグスポンサープロモー

ションを最大限活用した

シェア向上

消費者の低価格ニーズへの

対応

取扱製品の追加によるシェア拡大

注力商品

PB

PB
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３．スーパーチャネル

◆コカ・コーラゼロ プロモーション予定

1

2/9-
フルリニューアル

2/9-
フルリニューアル

3/2-
「コカ･コーラゼロ x サッカー」 Phase 1
3/2-
「コカ･コーラゼロ x サッカー」 Phase 1

新フォーミュラ新フォーミュラ

NEW
保存料ゼロ

新グラフィック新グラフィック

Jリーグ協賛Jリーグ協賛

販売什器販売什器

新容器新容器

デザインパッケージデザインパッケージ

即時消費向け
プロモーション
即時消費向け
プロモーション

全チャネル
プロモーション
全チャネル

プロモーション

全国サンプリング全国サンプリング
自販機

マーチャンダイジング
自販機

マーチャンダイジング

ローカルFS向け

資材

ローカルFS向け

資材
マクドナルド
全国展開
マクドナルド
全国展開

5/中
Phase 2
5/中
Phase 2

CCzero×サッカー

広告 / VIS
CCzero×サッカー

広告 / VIS

SM大陳コンテストSM大陳コンテスト

新広告 / 新VIS
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３．スーパーチャネル

◆コカ・コーラゼロのＪリーグオフィシャルスポンサー契約

・全３６チーム/７００試合が対象

・リーグ/チーム/選手肖像のマーケティング使用権

・ゴールシーン/試合情報のマーケティング使用

・観戦チケット＋ホスピタリティ

・大規模・斬新な会場露出

・プログラム参加＋選手稼動
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４．ジョージア

◆エメラルドマウンテンリニューアル １／２６

昨年のセールスに大きく貢献したエメラルドマウンテンの３カラー戦略

を継続し、缶コーヒー市場でのシェア拡大を図る

◆マックスコーヒー全面展開 ２／１６

◆上出来キャンペーン継続展開



ＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・ＣｏｌａＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・Ｃｏｌａ323232

この資料に掲載しております当社の計画及び業績の見通し、戦略など
は、発表日時点において把握できる情報から得られた当社の経営者の
判断に基づいています。あくまでも将来の予測であり、下記に掲げて
おります様々なリスクや不確定要素により、実際の業績と大きく異な
る可能性がございますことを、あらかじめご承知置きくださいますよ
うお願い申し上げます。

・市場における価格競争の激化

・事業環境を取り巻く経済動向の変動

・資本市場における相場の大幅な変動

・上記以外の様々な不確定要素


